
人の心を感じ、真の友情へ

～災害や歴史から学ぶもの～

１年生の生活も残すところ、２か月となりました。
もうすぐ後輩たちが入学してきますね。１年生の皆

さんがおおぐろの森中学校の一員として、「自律」を
目指して自ら考え、主体的に行動する姿を見ると頼も
しくなり、喜ばしく思います。

さて、昨年１月１日に発生した能登半島地震、９月
の豪雨と姉妹都市である能登町も甚大な被害を受けま
した。東日本大震災をはじめ、日本は災害大国ともい
われ、多くの自然災害のリスクを負っています。
しかし、日本は災害が起こるたびに諦めることなく

復興を遂げています。それはなぜでしょうか。日本国
民が助け合って生きることに長けた民族だからではな
いかと考えます。人の心の苦しみや悲しみを感じ、困
難を乗り越えた人の強さを想像し、思いやりの心を大
切にしてきたからこそ、助け合いの精神が生まれるの
ではないでしょうか。決して人は一人では生きていけ
ません。支え合って生きていくもです。
今回の東京スカイツリー周辺、浅草寺周辺への校外

学習では、３大震災のうちの２つ、関東大震災、東日
本大震災に関わる土地に赴き、たくさんのことを感じ
取ってほしいと思います。また、観光地を訪れる外国
人の方々との関わりから、多様な価値観を学んでくだ
さい。
みなさんで考えたテーマ「一蓮托生～自律・責任・

感動～」は結果が良くても悪くても仲間と最後まで運
命を共にし、一緒に行動することを意味しています。
クラスや友達の壁を乗り越え、家族のように暖かく、
多様な考え方を認め合い、本音で語り合える仲間づく
りの一助となることを期待しています。
皆さん一人ひとりが自律し、そのためには責任を持

って行動する。真の友情を育む、感動ある校外学習と
なることを願っています。
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